
基準１. 理念・目的

　領域： 使命・目的、教育目的

2019年度 工学部  建築学科

中長期計画

・教育目標は従来から以下の通りであり、今後も「地域に貢献する人材の育成」を学科の教
育目標とする。
「大都市と地方の格差が拡大しつつある中で、地方都市の活性化と再生を行うため、地域の
街づくり、地域の安全な生活環境、品質が保障された建築物の建設等の実現を担う専門技
術者を、大学教育によって地域に供給することを当学科の社会的役割と位置づける。」
 ・今後も学科の教育目標に沿って、カリキュラムマップ。カリキュラムポリシー、ディプロマポ
リシーを定期的に検証していく。
教育目標：建築学科においては、建築の専門家としての良識と倫理観及び、建築とそれに
関連する専門知識と技能を身につけ、地域社会のニーズと改善に対して強い意思を持って
対応し、自らの専門家としての能力と意識を高めることができる人材を育成する。
１．建築に関する専門知識と専門技術を身につけ、地域社会に貢献できる人材を育成する。
２．地球環境と調和した快適で安全安心な都市生活環境づくりを目指す人材を育成する。
３．建築に関する総合的理解をもとに、建築の専門家を目指す人材を育成する。
４．建築の専門家として高度な専門能力を持って活躍できる人材を育成する。
５．自己啓発力を有し、常に向上心を持って取組む人材を育成する。

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目
１-１. 大学、学部、学科、研究センター及び委員会等は、それぞれの使命・目的および教育
目的を設定していますか。

点検項目 ① その意味・内容は具体的かつ明確ですか。

現状説明 使命・目的および教育目的は具体的でありかつ明快である。

年度目標 現状を維持する

年度報告
学科の教育目的、アドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー、ア
セスメント・ポリシーを定め、HPに掲載している。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①建築学科ホームページ　４つのポリシー
https://www.fukuyama-u.com/eng/architecture/architecture-policy/

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② 個性・特色を明示していますか。

現状説明

全国の建築系学科のカリキュラムは、建築士受験資格要件に合致することが求められ、他
大学との大きな差は無いが、当学科では１年次から専門教育を取入れ、1年次の教養ゼミ、
3年次のゼミナール演習においてＰＢＬ教育に対応したアクティブラーニングを行っており、当
学科の教育の特徴の一つである。

年度目標 ＰＢＬ的教育の組込みをさらに検討し、学生が意欲的に取り組めるようにする。

年度報告
建築学科のPBL科目としている１年次の教養ゼミ，３年次のゼミナール演習を実施し、成果
も公開している。本年度は備後地域の活性化に関するテーマを設定し行った。

達成度 S

改善課題
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根拠資料
①教養ゼミ発表会資料
②ゼミナール演習発表会資料

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ③ 社会の要請や背景の変化について検討していますか。

現状説明
社会の要請や変化に対応した各教員の専門分野における研究活動を基にした教育を行うこ
とや、建築士試験、インテリア設計士試験等に対応するカリキュラム構成を定期的に見直し
検討を行っている。

年度目標 現状を維持する

年度報告
現状を維持した。資格取得支援助成制度の改革に伴い、建築士試験の補助要件を改正し
た。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①学科会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 １-２. 使命・目的および教育目的の反映

点検項目 ① 使命・目的および教育目的に対し、教職員の理解と支持は得られていますか。

現状説明
 使命・目的および教育目的は、毎年学科会議時にて自己点検計画作時に各教員間で審議
し、理解と支持を得ている。

年度目標 現状を維持する

年度報告
現状を維持した。使命・目的および教育目的は、毎年学科会議時にて自己点検計画作時に
各教員間で審議し、理解と支持を得た。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①学科会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② 学内外へ公表し、周知していますか。

現状説明
学科の教育理念や目標は学部学科ホームページ、リーフレットに掲載し、オープンキャンパ
ス、入試説明会等において説明し、新入生にはオリエンテーションにおいて説明して周知、
公表を行っている。

年度目標 現状を維持する

年度報告
学科の教育目的や４つのポリシーは，学部学科ホームページ，入試案内等への掲載を行っ
ている．学生に対しては，新入生ガイダンス等で説明し理解を促している．社会に対しては，
オープンキャンパスや入試説明会などにおいて説明している

達成度 S

改善課題



根拠資料
①建築学科HP ３つのポリシー
https://www.fukuyama-u.com/eng/architecture/architecture-policy/
②建築学科紹介パワーポイント

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ③ 中長期的計画に反映していますか。

現状説明 定期的に見直した内容は中長期計画に反映している。

年度目標 現状を維持する

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①2019年度建築学科運営方針

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ④ 三つのポリシーに反映していますか。

現状説明 定期的に見直した内容は３ポリシーに反映している。

年度目標 現状を維持する

年度報告 今年度は3ポリシーに反映するないような変更はない。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①建築学科HP ３つのポリシー
https://www.fukuyama-u.com/eng/architecture/architecture-policy/
②建築学科紹介パワーポイント

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ⑤ 教育研究組織の構成との整合性は取れていますか。

現状説明

・建築系教員は９名である。専門分野別には、設計・計画系５人、構造・構法系２名、環境設
備系１名、デジタルデザイン系１名であり、現在のミニマム化したカリキュラム運営に対して
は相応しい組織である。しかし、学生募集定員70人を前提にカリキュラムの見直しを行い、
理念と目的に沿って教育成果をあげるには、他大学との比較から教員数が２名程度不足し
ている。

年度目標
カリキュラムの見直しに対応した教員組織を検討した結果、構造・構法系教員が１名不足す
るので、新規採用を計画する。。

年度報告 計画通り、構造系の新任教員を採用することができた。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①工学部人事教授会議事録
②評議会資料

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 工学部  建築学科

基準２.　 学生

　領域： 学生の受入れ、学生の支援、学修環境、学生の意見等への対応

2019年度 工学部  建築学科

中長期計画

１．学部全体の対応（学科提出5年後充足率100％行動計画による）
①各学科の特性を考慮し、学部全体共通の分かりやすいキーワードによるＰＲ
「地域に貢献する工学部」というイメージ戦略として「社会安全」は地域社会に対するＰＲ効果
として中長期的には有効であるが、短期的な学生募集への効果は必ずしも高くない。（「工
学部は地域にとって不可欠である」のイメージの定着化）
②教育成果のＰＲとして工学部主催の卒業研究発表会の実施（数年前に実施）
発表者は上位の学生とし、一般市民、高校の先生、高校生などを招待する。
③工学部独自のＰＲ用パンフレットの各学科共通フォーマットの作成
２．学科による教育成果を得るための取組基本方針(A：成績上位者、B：成績中間の学生、
C:成績下位学生）
ＡとＢの成績上位者に対しては、福山大学でも第一志望の大学レベルの教育が受けられ、
学習成果が得られる教育を提供する。３０％を占めるＣには学習意欲、基礎学力何れも極め
て低い学生が多く、現実的にＣに対して専門教育を行うのは難しい。現在、Ｃに対する教員
の負担が増加しており、ＡとＢの一部の成績上位学生に対する教育強化を如何に行うか、Ｃ
による学習意欲と学習レベルの低下による学習環境の水準維持が課題であり、全学的な取
組みが必要である。
①ＡとＢの成績上位者の学生をさらに伸ばす教育を行う。
ゼミ指導の強化、ゼミを週２回以上実施、教育成果をあげる（卒業設計のレベルアップと作
品レベルの向上、卒業研究の強化指導）
②中間レベルの可能性のある学生の中から、１人でも上位レベルまで引き上げる。
③短期目標型教育等の教育プログラムを行い、教育成果をあげる。
④下記の成果のＰＲを行う。
　卒業設計展、卒業設計発表会、建築家による卒業設計批評会、びんご建築女子PJ等の
開催。ホームページによるＰＲ（設計課題優秀作品、卒業研究・卒業設計優秀作品、見学
会、授業の紹介、資格取得合格体験記等）

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ２-１. 学生の受入れ

点検項目
① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と学内外への周知を行っています
か。

現状説明
教育目的を踏まえたアドミッションポリシーの策定については、平成28年度に検討を行な
い、適切に設定した。今後も社会や学生の状況を見ながら、必要があれば検討を行う。学内
外への周知は、ホームページにて行っている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 A

改善課題 社会や学生の状況を見ながら、必要があれば検討を行う。

根拠資料
①学科会議議事録(学生の動向)
②福山大学ホームページ、工学部ホームページ

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
② アドミッション・ポリシーに沿った学生を受け入れていることを検証し、学生受入れの改
善に生かしていますか。

現状説明
アドミッションポリシーに沿った学生を受け入れていることは、学生の学修状況を検証してい
る。学生受入れの改善については、学科で検証を重ねていく必要がある。



年度目標 現状を維持する。

年度報告
AO入試および指定校入試における面接時ルーブリックを学科内で協議・改善し、APに適合
した学生の受け入れを検討した。

達成度 A

改善課題 アドミッションポリシーに沿った学生受入れの実態と改善については検証を継続する。

根拠資料
①学科会議議事録(学生の動向)
②授業欠席調査

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❸ 入学生受入れ状況を昨年度及び今年度について検証し、その増減の原因を分析してい
ますか。

現状説明
入学者受入れ状況について、昨年度および今年度について検証し、その原因を分析してい
る。

年度目標 現状を維持する。

年度報告
2017年度以降、建築学科入学生は定員以上を確保している。2018年度および2019年度の
入学者は、それぞれ81人(充足率115％)、76人(充足率109％)である。さらに、入学生アン
ケートを実施し、結果を分析している。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①学科会議資料

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❹ 入学定員に沿った適切な学生受入数を維持できていますか。出来ていない場合、どの
ような対策を実施していますか。

現状説明
入学者受入れ状況について、昨年度および今年度について検証し、その原因を分析してい
る。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 2017年度以降、建築学科入学生は定員以上を確保している。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①学科会議資料(学生名簿一覧、学生の動向)

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ２-２. 学修支援

点検項目
① 学修体制の整備のため、どのような教員と職員等の間でどのような協働をしています
か。また、それを学内外に公表し周知していますか。

現状説明
学修体制整備のために、学科教員間においてはきめ細かな情報を共有し、必要に応じて、
教務課、学生課、就職課等の職員等と情報を共有し、意見交換を行うなどの協働体制を構
築している。

年度目標 現状を維持する。



年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①学科会議資料(学生の動向等)

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② 学修支援の充実のために、 TA(Teaching Assistant)等を有効に活用していますか。

現状説明 学修支援の充実のために、演習科目についてTA等を有効に活用している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①「平成31年度(令和元年度)予算要求書(その他の要求書工学部共通)」

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ２-３. キャリア支援

点検項目
① 教育課程内外を通じて社会的・職業的自立に関するキャリア形成支援体制を整備して
いますか。

現状説明
学科内には、キャリア形成支援に関する教育課程、組織体制はないが、カリキュラムには、
「キャリア科目」が必修化されている。カリキュラムは、有効に運用されている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①学科会議資料(就活状況一覧)

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❷ 卒業生の進路に関する過去３年間にわたる資料を収集し、検証していますか。

現状説明
卒業生の進路に関する過去3年間に亘る資料を収集し、進路先(企業)に定期的に連絡し、
検証を行っている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①各年度別就職活動一覧



次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❸ 資格取得やインターンシップを支援する体制を整備していますか。

現状説明
資格関連授業の実施や資格取得のスケジュールの学生への周知等、資格取得やインター
ンシップを支援する体制を整備している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。学生への周知はCerezoを活用した。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①資格関連授業：「授業計画」、シラバス
②インターンシップ：学生活動記録(2019年度の参加者　1年生2人：、2年生：13人、3年生：6
人)、インターンシップ報告書(キャリア形成支援委員会)、企業訪問の記録(就職課)

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❹ 就職指導を適切に行い、就職の質及び内定率の向上に取組んでいますか。

現状説明 就職指導を適切に行い、就職の質及び内定率の向上に取り組んでいる。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①就職活動一覧
②学生との面談記録

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ２-４. 学生サービス

点検項目 ❶ 学生生活の継続のための経済的支援は実施されていますか。

現状説明
日本学生支援機構及び福山大学特別奨学生・一般奨学生を使って、支援する等、学生の状
況等は、各学年担任、ゼミ担任が担当し必要な助言を行っている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①学科会議議事録(学生の動向)
②各学年担任による学生との面談記録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❷ 種々のハラスメントの発生防止に取組んでいますか。

現状説明 種々のハラスメントの発生防止は、学内FD研修などに参加することで啓蒙している。



年度目標 現状を維持する。学生向けとしては、年度始めの各学年オリエンテーションで啓蒙する。

年度報告 現状を維持した。本年度は「工学部FD研修(ハラスメント防止)」が実施された。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①工学部教授会資料

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❸ 課外活動(サークル活動、留学等の国際交流、社会貢献活動を含む)の活性化のため
に、どのような取組みを行っていますか。

現状説明
課外活動のうち、留学等の国際交流は積極的に参加するよう啓蒙している。また、社会貢献
活動は、社会連携センターの活動を通して教育研究成果を還元するため、参加可能なイベ
ントには参加するよう努めている。サークル活動については、特に取組みは行っていない。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①学科会議議事録(学生の動向)

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ２-５. 学修環境の整備

点検項目 ① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理をどのように実施していますか。

現状説明

建築学科の学生が使用するゼミ室（４年次生）及び製図室（１年次から３年次生）について
は、学科全体で運営管理を行なっている。
自己点計画時に次年度の学修環境整備計画を検討審議し、必要な教具・校具を基準８に示
すとともに、来年度予算要求書に盛り込む。
（2019年８月28日修正）

年度目標 現状を維持

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①令和元年度授業時間割（教務のてびき2019）

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② ICT教室、実習・実験施設、図書館等を活用していますか。

現状説明

ICT教室として、工学部棟内「PC３」を、授業と課題で十分に活用している。
実験施設として、「３０号館」と「８号館」を、建築構造に関する実験・実習で十分に活用してい
る。
図書館利用として、「学生購入希望図書」申請を積極的に活用している。



年度目標 現状を維持

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①令和元年度授業時間割（教務のてびき2019）

次年度の課題
と改善の方策

再度、収納スペース等の要求を行なう。

点検項目
③ 施設・整備のバリアフリー化やアメニティースペースの確保など、学生の利便性を高め
るために、どのように取組んでいますか。

現状説明

２号館建築ゾーンの２階ホールに休憩用の椅子を配置しアメニティースペースを確保してい
る。さらに、学生の利便性を高めるため、以下２点を課題として挙げている。

◇収納スペースの確保：校舎全体の倉庫等収納スペースが著しく不足し、過去の模型作品
や模型材料等が収納できず、製図室・学生室・共用廊下休憩スペース等を侵食する問題が
生じている。スペースの効率的運用とともに、収納スペースの整備を早急に行なう必要があ
る。

◇学生室の室内環境リフォーム（什器等）：１階学生室では、建築の学生室ゾーンの東側が
共用出入口に利用され、学生室前の廊下が共用廊下となり、ガラスの間仕切りのため、「落
ち着いて学修できない」、｢気が散って居づらい」等の問題提示が学生側から出ている。学生
室の什器類のレイアウト、スクリーン設置等を含めた整備を検討する必要がある。

年度目標
◇倉庫等の「収納スペース」の要求を行なう。
◇学生室の室内環境リフォーム（什器等）の要求を行なう。

年度報告 問題は解消されないままであった。

達成度 C

改善課題 特に収納スペースの確保が切実な課題である。

根拠資料
①令和２年度予算要求書（建築学科部分）
②令和元年度建築学科会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

再度、収納スペース等の要求を行なう。

点検項目 ④ 授業を行う学生数等を考慮した適切な施設・設備上の管理をしていますか。

現状説明

学生数を考慮し、以下２点を課題として挙げている。

◇初年次情報リテラシー教育用PCおよび教室の整備：初年次情報リテラシー教育用PCおよ
び教室の整備：近年、入学者は定員「70名」を超え（平成30年度「81名」入学、平成29年度
「77名」入学）、再履修者を含めると、情報リテラシー教育で必要となるPC機器は「85台」近く
になる。しかしながら、現状の「PC3室」に設置されている「70台」であり、初年次情報リテラ
シー教育に対応できていない。そのため、H29年度から薬学部棟３４号館「マルチメディア室
１」（３４３０２）の「８５人」対応PC室を借用している。

◇卒業研究（設計・論文）用PCおよびソフトの整備：平成30年度の入学者数（１年次生）を
「約70名」とすると、２年次生「約80名」、３年次生「約80名」、４年次生「約60名」を合計して在
学者数は「約290名」となる。４年次生「60名」に対するPC機器は現状「33台」であり、４年次
生の卒業研究・卒業設計用のＰＣ機器及びソフトが不足し、特に卒業設計には大きな影響が
出ることが予想される。また、大学院生用のPC機器が整備されていない。



年度目標

◇現在「工学部PC環境整備のためのワーキンググループ」において現状の「PC2室」を「８５
人」対応PC室にする計画が検討されているので、その計画が実施されるのを待つ。
◇上記に伴なって、工学部棟内「共有デスクトップPC」の全面的な入れ替えが予定されてお
り、現在使用されている「共有デスクトップPC」は再利用する計画となっている。その再利用
PCを、卒業研究（設計・論文）用へ充てることを要求する。

年度報告

◇年度内には改善されなかったが、初年次情報リテラシー教育用PCおよび教室の整備：工
学部棟に新PC室（85名収容可能）がリニューアルされ、次年度４月からは教室のPCの問題
は改善される予定である。

◇卒業研究（設計・論文）用PCおよびソフトの整備：改善されなかった。

達成度 B

改善課題 卒業研究（設計・論文）用PCおよびソフトの整備

根拠資料 ①パソコン再利用要望書-20200114

次年度の課題
と改善の方策

工学部の再利用PCを、卒業研究（設計・論文）用として充てることを引き続き要求する。

点検項目 ❺ 施設・設備の管理において、防災・防火の観点から整備点検を行っていますか。

現状説明

建築物の防災防火に対する授業を、「建築法規」という授業を行なっている。しかし、工学部
棟（2･3･4号館）では安全管理のため屋外階段が施錠されており、日常的利用としての２方
向避難（建築基準法）の観点から好ましくない。屋外階段からの落下防止以上に、２方向避
難ができない避難設備等による建築基準法違反は重要な問題である。建築基準法を遵守
する立場の建築学科使用の建物において、防災に対する取り組みができない。

年度目標
建築学科ゾーンの新棟2階西側の屋外階段を使用できないようにしているが、改善を求めた
い。建築基準法施行令第120条の二方向避難違反となり、安全性に問題がある。

年度報告
屋外階段の管理について大学側と協議はできなかった。なお、上記の問題を実証する研究
が実施済みである。

達成度 B

改善課題
建築学科ゾーンの新棟2階西側の屋外階段を使用できないようにしているが、改善を求めた
い。建築基準法施行令第120条の二方向避難違反となり、安全性に問題がある。

根拠資料
①平成28年度工学教育研究講演会講演論文集, pp.380-381（地震火災を対象とした減災教
材の開発研究─ＣＦＤの活用─）
②建築基準法

次年度の課題
と改善の方策

建築学科ゾーンの新棟2階西側の屋外階段を使用できないようにしているが、建築基準法
施行令第120条の二方向避難違反となり、安全性に問題があるため、改善を求めたい。（国
の法律を遵守するという認識の欠如があってはならない）。避難経路は、屋外階段扉が施錠
されているため１つしかない。

点検項目
❻ 施設内に保管している劇物・危険物の管理において、安全管理の観点から管理システ
ムを整備していますか。

現状説明
危険物としては、30号館（安全安心防災教育研究センター）の構造実験装置等があるが、
「安全衛生マニュアル」が作成されており、年度はじめに学生に安全マニュアルを配布し、安
全教育を実施している。

年度目標 現状を維持

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題 特になし。

根拠資料 ①建築学科「安全衛生マニュアル」



次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❼ 学生及び教職員の安全確保のために、各部署に適切な安全管理教育の実施、災害時
避難マニュアルの作成及び防災訓練等を実施していますか。

現状説明

◇学科の「安全衛生マニュアル」が作成済みである。
◇工学部棟（2,3,4号館）については安全教育を行なっていない。建築学科ゾーンの新棟2階
西側の屋外階段を使用できないようにしているが、建築基準法施行令第120条の二方向避
難違反となり、安全性に問題があるため、改善を求めたい。
◇構造実験場(30号館)では、年度はじめに学生に安全マニュアルを配布し、安全教育を実
施している。

年度目標

◇建築学科ゾーン（2・3・4号館）の新棟2階西側の屋外階段を使用できないようにしている
が、建築基準法施行令第120条の二方向避難違反となり、安全性に問題があるため、改善
を求めたい。
◇構造実験場(30号館)では現状を維持する。

年度報告
◇工学部棟（2,3,4号館）：大学側と協議できなかった。
◇構造実験場(30号館)：現状を維持した。

達成度 B

改善課題 屋外階段の管理について、改善課題が残されたままである。

根拠資料
①平成28年度工学教育研究講演会講演論文集, pp.380-381（地震火災を対象とした減災教
材の開発研究─ＣＦＤの活用─）
②建築基準法

次年度の課題
と改善の方策

屋外階段の管理について、大学側との協議を検討する。

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ２-６. 学生の意見・要望への対応

点検項目
① 学修支援に関する学生の意見・要望を把握する体制やその分析と検討結果を活用する
体制を整備していますか。

現状説明

◇半期ごとにCerezoを活用した振り返り（自己点検）と目標設定のためのアンケートを実施し
ている。
◇アンケート分析結果は、学科会議で共有し、学科運営（学生支援や教育内容等）の検討に
活用している。

年度目標 現状を維持

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題 特になし。

根拠資料
①Cerezo（学年別コースの振り返りアンケート）
②学生面談記録
③令和元年度建築学科会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の意見・要
望を把握する体制やその分析と検討結果を活用する体制を整備していますか。

現状説明

◇上記のCerezoアンケートならびに各学年担任による学生面談によって把握する体制を構
築している。
◇アンケート結果と面談結果は、学科会議で共有し、学科運営（学生支援や教育内容等）の
検討に活用する体制を構築している。



年度目標 現状を維持

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題 特になし。

根拠資料
①Cerezo（学年別コースの振り返りアンケート）
②学生面談記録
③平成３０年度建築学科会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
③ 学修環境に関する学生の意見・要望を把握する体制やその分析と検討結果を活用する
体制が整備されていますか。

現状説明

◇上記のCerezoアンケートならびに各学年担任による学生面談によって把握する体制を構
築している。
◇アンケート結果と面談結果は、学科会議で共有し、学科運営（学生支援や教育内容等）の
検討に活用する体制を構築している。

年度目標 現状を維持

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題 特になし。

根拠資料
①Cerezo（学年別コースの振り返りアンケート）
②学生面談記録
③令和元年度建築学科会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  建築学科

基準３.　 　教育課程

　領域： 卒業認定、教育課程、学修成果

2019年度 工学部  建築学科

中長期計画

　教育課程においては、次の基本方針を掲げ、ＰＤＣＡサイクルを組込みながら継続して実
施する。

①各学年、学期単位毎の目標を設定し段階的学習を行う短期目標型教育
　「学生自身が、自分の学習成果、成長の証を実感できる」
②建築の総合的学習のためのマネイジメント能力育成教育システム
　「建築の全体像を理解しながらスムーズに各専門科目が学べる」
③教育成果を得るための相互関連型教育
　「幾つかの授業科目で同じ題材を使うので分かりやすい」
④地域社会に貢献するＰＢＬ教育等を基本とした教育システム
　「自分が学習したり提案したものが、地域社会の役に立つ」
⑤人と「もの」との関係を基本にした建築ものづくり教育
　「実際にものを手にとったり見たりすることができるので分かりやすい」



2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ３-１. 単位認定、卒業認定、修了認定

点検項目 ① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーは、学内外に周知されていますか。

現状説明 ディプロマ・ポリシーは、学生便覧と学科ＨＰで開示・周知されている。

年度目標 現状を維持。

年度報告 現状を維持

達成度 S

改善課題

根拠資料
①学生便覧
②建築学科HP https://www.fukuyama-u.com/eng/architecture/architecture-policy/

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基
準（ルーブリック等の評価指標を含む）等の策定はどのように行われ、学内外に周知してい
ますか。

現状説明
学科内で検討し、学科会議、教授会、教務委員会で審議・策定している。
単位認定基準は教務の手引き・シラバスに、進級基準・卒業認定基準・修了認定基準は便
覧に記載している。また、ＨＰで情報公開している。

年度目標 現状を維持。

年度報告 現状を維持

達成度 S

改善課題

根拠資料

①大学HP（情報公開「学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基
準」）https://www.fukuyama-u.com/disclosure/
②大学HP（情報公開「授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画」）
https://www.fukuyama-u.com/disclosure/

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等を公表し、厳正に適用され
ていますか。

現状説明

単位認定基準は教務の手引きとシラバスで、進級基準・卒業認定基準・修了認定基準は学
生便覧で周知している。それらの基準は学科会議・教授会で検証し、厳正に適用している。
なお、卒業研究の評価ルーブリックを学科共通で使用しているが、これは学生に周知されて
いる。

年度目標 現状を維持。

年度報告 現状を維持

達成度 S

改善課題

根拠資料
①教務の手引き
②各授業科目のシラバス
③学生便覧



次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ３-２. 教育課程及び教授方法

点検項目 ① カリキュラム・ポリシーを策定し、学内外に周知していますか。

現状説明 カリキュラム・ポリシーは学生便覧、学科ＨＰで周知されている。

年度目標 現状を維持。

年度報告 現状を維持

達成度 S

改善課題

根拠資料
①学生便覧
②建築学科HP https://www.fukuyama-u.com/eng/architecture/architecture-policy/

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの間に一貫性がありますか。

現状説明 ＣＰ、ＤＰは一連の検討の中で策定されており、一貫性は保たれている。

年度目標 現状を維持。

年度報告 現状を維持

達成度 S

改善課題

根拠資料
①学生便覧
②建築学科HP https://www.fukuyama-u.com/eng/architecture/architecture-policy/

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程を体系的に編成していますか。

現状説明

H30年度からの新カリキュラムでは、ＣＰに基づくカリキュラムツリーにより忠実になった授業
科目の編成になっている。カリキュラムツリーの検討においては、学系・学修段階・相互の関
連性が考慮されている。
H31年度は新カリキュラムの2年目になる。

年度目標 現状を維持。

年度報告 現状を維持

達成度 S

改善課題

根拠資料
①学生便覧
②建築学科HP https://www.fukuyama-u.com/eng/architecture/architecture-policy/

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ④ 教養教育は専門教育とともに十分に実施されていますか。

現状説明 工学部に必要な教養教育が、教養教育科目として学部共通で実施されている。



年度目標 現状を維持。

年度報告 現状を維持

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①学生便覧

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ⑤ 教授方法を工夫・開発（ICTの活用を含む）し、効果的に実施していますか。

現状説明

授業方法については個々の教員が工夫・検討し、その結果は授業評価アンケートで検証し
ている。
とくに設計の演習科目、学習到達度にばらつきがある科目については、学科会議等で授業
方法、内容について意見交換している。
ＩＣＴについては、セレッソ、ＣＡＤ室の使用を行っている科目もある。

年度目標 現状を維持。

年度報告 現状を維持

達成度 S

改善課題

根拠資料
①授業評価アンケート結果
②学科会議議事録（学生の動向、授業状況等）
③セレッソＨＰ

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ⑥ディプロマ・ポリシーと卒業判定の整合性を考えていますか。

現状説明

ＤＰに基づいて授業を実施し、単位認定している。また、卒業に必要な科目とその単位はＤＰ
を満足するためのものとなっており、その妥当性は学部教授会・教務委員会で審議されてい
る。さらに、ＤＰに基づいた卒業研究の評価ルーブリックを学科内で数年来検討している。
総じて、現状の教育でＤＰと卒業判定の整合性は取れている。

年度目標 現状を維持。

年度報告 現状を維持

達成度 S

改善課題

根拠資料
①各授業科目のシラバス
②学部教授会・教務委員会議事録（カリキュラム関係）
②学科会議議事録（カリキュラム、卒業研究関係）

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ３-３. 学修成果の点検・評価

点検項目
① 全学及び各学科等のアセスメントポリシーの活用も含め、三つのポリシーを踏まえた学
修成果の点検・評価方法の確立とその運用をどのように検証していますか。

現状説明

学修成果については授業評価アンケート、GPA分布により把握し、学科内で情報共有してい
る。
アセスメントが大学教育センターにより実施されており、その結果を学科で共有しているが、
検証には至っていない。
卒業研究については、評価方法、点数化方法について、数年にわたって検討・運用してい
る。

年度目標 現状を維持しつつ、アセスメント結果の検証を全学の動向に従いながら検討する。

年度報告
学修成果については授業評価アンケート、GPA分布により把握し、学科内で情報共有した。
アセスメントが大学教育センターにより実施され、その結果を学科で共有した。アセスメント
向上のために、シラバスの調整を試みた。

達成度 A

改善課題 アセスメント結果の継続的な検証

根拠資料
①授業評価アンケート結果
②GPA分布（教務委員会資料）
③アセスメント結果（大学教育センター資料）

次年度の課題
と改善の方策

アセスメント結果の検証について、全学の動向に従いながら検討する。

点検項目
② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果のフィー
ドバックはどのように実施されていますか。学修成果の点検・評価結果を教育内容・方法及
び学修指導等の改善につなげていますか。

現状説明
学修成果の点検・評価は授業評価アンケートで実施されている。結果のフィードバックは、ア
ンケート結果の周知後、および次年度の授業の中でされている。

年度目標 現状を維持。

年度報告 現状を維持

達成度 S

改善課題

根拠資料
①授業評価アンケート結果
②各授業のシラバス

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 工学部  建築学科

基準４.　 　教員・職員

　領域： 教学マネジメント、教員・職員配置、研修、研究支援

2019年度 工学部  建築学科

中長期計画

・建築学科におけるカリキュラム構成の必要条件として、一級建築士受験資格に適合するこ
とである。その受験科目の分野は、設計製図、建築計画、建築設備・環境、建築構造等多岐
に渡り、国家資格としてバランスのとれた能力養成が求められている。「建築の分野におい
て地域に貢献する人材の育成」という学科の役割を果たすためには、教員構成もこれらに対
応できるバランスのとれた専門分野構成とする必要がある。学年定員70を前提とすると、教
員数11人、計画・設計・デジタルデザイン系教員6人、構造系教員2人、材料・構法系教員1
名、設備・環境系教員2人である。しかし、現在の建築の教員体制（非常勤を除く）は、計画
設計系教員（専任5名）、構造系教員（専任２名）、環境系教員（専任１名）、デジタルデザイン
系教員１名、建築基礎・地盤関係1名、全体として１０名である。今後も学生数の推移をみな
がら、教育の質を維持するための教員体制を整備する。さらに、今後は学生増に対応した教
員組織を整備する。特に、設計製図演習については、定員７０人に対応した客員及び非常
勤講師を含めた指導体制を強化し、教育の質を高める。

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ４-１．教学マネジメントの機能性

点検項目
① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップが確立され、
それが発揮されていますか。当該部署の長は当該部署の教学マネージメントにおいて適切
にリーダーシップを発揮していますか。

現状説明
学長のリーダーシップの基、評議会における決定事項の伝達や教学マネジメントの運営が
確立・発揮されている。学科においては、学科長のリーダーシップの基、教室会議にて意思
決定を諮り、適切に運営されている。

年度目標 現状を維持する

年度報告
学科会議の招集・進行、自己点検報告・計画の方針決定、など学科全体の運営について、
学科長がリーダーシップを発揮している。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①学科会議議事次第および議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
② 当該部署では、教職員間で権限・役割を適切に分散し、かつそれぞれの責任を明確化
した教学マネジメントを実施していますか。

現状説明
学科全体は学科長が統括し、教務、学生、就職等の各係りの委員及び、学年単位のクラス
担任制により役割を適切に分散し、それぞれの責任を明確化して実施している。

年度目標 現状を維持する

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①学科会議議事録

次年度の課題
と改善の方策



点検項目
③ 職員の配置と役割の明確化などにより、教学マネージメントの機能性を高めています
か。

現状説明
工学部に配置された事務職員は、明確な役割が分担されている。学科業務の運営は、事務
との協力・連携により教学マネジメントが適正に遂行できている。実施に際して生じた課題や
学長・副学長からのコメントは、学科内で共有化している。

年度目標 現状を維持する

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①学科会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ４-２. 教員の配置・職能開発等

点検項目
① 当該部署の教育目的及び教育課程に即した資質を有する教員を配置していますか。ま
た、当該部署の適切な運営及び継続性を担保する構成（性別、年齢、職階等）となっていま
すか。

現状説明

建築の教員の専門分野は、計画設計系５人、構造系２人、設備環境系１人、デジタルデザイ
ン系１人、建築基礎・地盤関係1人であり、計画設計系のなかでは設計･計画系３人、設計系
各･歴史系２人である。建築に関する幅広い分野に対応した教員構成となっており、学術の
進展や社会の要請に対応できる最低限の教員構成になりつつある。
年齢等の構成は、６０代３人、５０代３人、４０代4人であり、女性教員は2名である。

年度目標 エンジニアリング系教員が１名不足しているため、増員を行う。

年度報告
エンジニアリング系教員（構造分野）の新任教員を公募し、工学部人事教授会・評議会にて
承認され、採用することができた。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①工学部人事教授会議事録
②評議会資料

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❷ 大学設置基準、教職課程等の資格養成機関に求められる教員数を確保していますか。

現状説明 教員数１０人、教授６人であり、設置基準を確保している。

年度目標 現状を維持する

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①建築学科HP
https://www.fukuyama-u.com/eng/architecture/architecture_faculty-member/

次年度の課題
と改善の方策



点検項目
③ FD(Faculty Development；教育内容・方法等の改善)をはじめとする教員の資質向上に
向けた取組みを行っていますか。

現状説明
大学主催、学部主催及び研究科主催のＦＤに積極的に参加している。ただし、学科主催のＦ
Ｄは行わなかった。

年度目標
大学主催、学部主催及び研究科主催のＦＤに積極的に参加するとともに、学科主催のＦＤを
検討する。

年度報告
大学主催のFDに参加した。また、学科内で学科の問題点解決のためのFD（サブテーマ：成
績下位の学生に対する対策、卒業設計における課題について）を実施した。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①大学教育センター提出資料（エクセル）
「令和元年度大学院研究科及び学部・学科FD研修実施調査表（建築学科）」

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ４-３. 職員の研修

点検項目
① SD(Staff Development；教職員の個々の職能開発)をはじめとする大学運営に関わる教
職員の資質・能力向上と教職協働への取り組みを実施していますか。

現状説明
大学主催、学部主催及び研究科主催のＦＤに積極的に参加している。ただし、学科主催のＦ
Ｄは行わなかった。

年度目標 大学主催、学部主催及び研究科主催のＦＤに積極的に参加する。

年度報告
大学主催のFDに参加した。また、学科内で学科の問題点解決のためのFD（サブテーマ：成
績下位の学生に対する対策、卒業設計における課題について）を実施した。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①大学教育センター提出資料（エクセル）
「令和元年度大学院研究科及び学部・学科FD研修実施調査表（建築学科）」

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❷ 大学運営の効率改善のために ICTの活用を推進していますか。

現状説明
メールによる委員会情報共有やゼルゴバをはじめとするＩＣＴを活用している。学科共通の文
書データは、Office365のSharePointを利用している。

年度目標 現状を維持する

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①Office365上の学科の受信送信記録

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ４-４. 研究支援

点検項目
① 研究に専念する時間の確保、研究室の施設設備の整備等の研究環境を適切に管理し
ていますか。

現状説明
各種委員は各教員に作業分担し、授業科目も年間７～8科目前後を担当している。また、３
年生、４年生のゼミ配属人数も均等になるように配分し、研究に専念する時間を公平に確保
している。各研究室の管理は各教員が適切に管理している。

年度目標 現状を維持する

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①学科会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② 研究倫理の確立(規則の整備や検査等)と厳正な運用が行われていますか。

現状説明
コンプライアンスに関する研究を全ての教員が受け、研究倫理について周知しそれ基準に
厳正な運営を行っている。

年度目標 現状を維持する

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①工学部教授会議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ③ 研究活動への資源の配分や運用は適正に行われていますか。

現状説明
各教員による学部獲得資金等は事務部門と連携して適切に運用している。個人研究費等に
ついては、前年度の実績に応じて配分ランクが決められ適性に行われている。

年度目標 現状を維持する

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①各教員個人研究費申請書等

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❹ 公的研究費の運営・管理（ガイドライン等）が整備され、周知されていますか。

現状説明 ガイドラインが整備され各教員に周知されている。

年度目標 現状を維持する



年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①工学部教授会議事録
②工学部研究倫理コンプライアンス研修実施報告書

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  建築学科

基準６.　 内部質保証

　領域： 組織体制、自己点検・評価、ＰＤＣＡサイクル

2019年度 工学部  建築学科

中長期計画

・学科の教育システム、カリキュラムポリシーカリキュラムマップ、ディプロマポリシーをもとに
質的保証を行っていく。さらに、ＰＤＣＡサイクルを運用し、改善していく。教員側の対応として
授業評価アンケート、実績評価等の自己点検を行う。成果については、HP等を活用して積
極的に公開する。内部質保証のシステムについては、学外者の意見も反映しながら、学科
会議等で検証を行い、改革改善を進める。また、HPにおいて教育研究活動を公開しながら、
定員充足に努める。

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ６-１. 内部質保証の組織体制

点検項目 ① 内部質保証のための組織を整備し、責任体制を確立していますか。

現状説明
全学の自己点検評価委員会や学部の方針に従い、学科においては学科長を責任者とする
学科会議において、自己点検・評価を行っている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 全学の方針に従って、学科長を責任者とする学科会議において議論している。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①学科会議議事録
②福山大学工学部自己点検評価委員会細則

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ６-２. 内部質保証のための自己点検・評価

点検項目
① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価が実施され、その結果を当該部
署の教職員が共有していますか。

現状説明
全学や学部に従って、自己点検・評価は毎年実施し、学長に提出している。学科の提出内
容については、所属教員全員からなる学科会議において共有し、事前に議論している。ま
た、教育情報ついては、学科HP、大学案内にて積極的に公開している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告
学科会議において情報共有して、自己点検・評価をまとめた。教育情報については、学科
HPにて公開した。

達成度 S



改善課題

根拠資料
①学科会議議事録
②学科HP
③R1年度自己点検評価報告書

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
② IR(Institutional Research)等を活用した十分な調査・データの収集と分析を行っています
か。また、その結果を改善に活かしていますか。

現状説明
入学（受験者数・合格者数・出身校など）や就職（業種・職種など）の動向ついてはデータ収
集し、分析を行っている。内容については、学科会議で議論し、入学後の教育や、募集方
法、カリキュラム再編に活かしているが、まだ十分にIRを活用していない。

年度目標
全学に新設されたIR室の方針に従い、学科でも積極的にデータ収集と分析を行い、改善に
活かす。

年度報告 IRの活用は、入学者情報など一部データに限られ、学科内では充分活かされていない。

達成度 B

改善課題 全学の方針に従って、もっと幅広くIRを活用する。

根拠資料 ①学科会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

学科会議で議論を続け、全学の方針に従って幅広くIRを活用する。
データ分析が可能な情報についてはIR化を推進していく。

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 ６-３. 内部質保証の機能性

点検項目
① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体のPDCAサイクルの仕組み（シ
ステム）をどのように確立し、その機能性を検証していますか。

現状説明

学科の自己点検・評価は毎年実施し、学長に報告している。また、各教員は全学の自己点
検評価規則に基づき、毎年、年度初めに自己点検計画書を作成し、その達成度評価を盛込
んだ自己点検報告書を作成するシステムが整備され、手続きは明確である。また、各教員
の授業や教育については、授業評価アンケート結果をもとに授業改善に向けた報告書を作
成し授業改善に繋げている。それらの報告書は、学科長に提出され、学科長が学科全体の
授業結果報告書を自己点検評価委員会に提出している。自己点検・評価委員会からのコメ
ントを踏まえて、学科で議論し次年度の改善に繋げている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①学科会議議事録
②授業評価アンケート

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❷ 教職員のコンプライアンスを確立するための体制を整備していますか。

現状説明

「福山大学キャンパスハラスメントの防止等に関するガイドライン」、「学術研究における倫理
審査について」、「男女共同参画宣言」、「研究費の取扱について」、「個人情報管理基本方
針」について教員が周知し、コンプライアンスの意識が図られている。これらについての検証
は全学の方針に従い、学科では検証していない。また、各教員は、コンプライアンス教育・研
究倫理教育研修など各種FD研修会に参加し、理解度をチェックしている。



年度目標 現状を維持する。

年度報告
学科教員全員が各種FD研修会に参加し、またコンプライアンス教育・研究倫理教育研修に
参加し、理解度をチェックしているが、学科内でその検証は行われていない。

達成度 A

改善課題 学科内での検証を検討する。

根拠資料

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  建築学科

基準７.　 福山大学ブランディング戦略

　領域： 「福山大学ブランディング戦略」の点検・評価　（本学独自基準）　

2019年度 工学部  建築学科

中長期計画

　福山大学ブランディング戦略の目標は、里山・里海に根ざした未来のまちのあり方を提示
する「瀬戸内モデル」の構築である。建築学科では、研究プロジェクト『瀬戸内里海の次世代
養殖システムの開発研究』および『「地域遺産」の理念構築とその保全・継承に関する研究』
で参画している。今後は建築工学に絡むテーマを検討し、他学部・学科あるいは外部団体と
の連携による共同研究を模索していくことも検討していく。

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 7-1. 福山大学ブランディング戦略の推進

点検項目
❶ 福山大学ブランディング戦略 (ver. 2018) の概略について当該部署の学生及び教職員
への周知を進めていますか。

現状説明
建築では福山大学ブランディング関連研究が２テーマあるので、建築学科の学生には認知
されてきている。卒業研究テーとしても取り上げているので、周知は進んでいる。

年度目標 現状維持

年度報告
2テーマを修士論文・卒業論文に絡めて継続中である。「地域遺産の理念構築とその保全・
継承に関する研究」および「瀬戸内里海の次世代養殖システムの開発研究　─AIを用いた
自発給餌システムの開発─」

達成度 S

改善課題

根拠資料
①2019年度建築学専攻修士論文
②2019年度建築学科卒業論文

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❷ 福山大学はブランディングを「広告ではなく、社会に貢献する観点から他にはない固有
の魅力を引き出して他との区別化を図り、社会から選ばれること」と捉えています。この観
点からブランディングにどのように取組んでいますか。

現状説明
・一部の教員が福山大学ブランディングのテーマに取組んでいる。
・建築学科では、福山地域企業と福山大学建築学科学生を対象とした設計コンペを実施し
ている。

年度目標 現状維持

年度報告 活動を継続した。

達成度 S



改善課題

根拠資料 ①2019年屋上デザインコンペ要領

次年度の課題
と改善の方策

点検項目

❸ 福山大学ブランディング戦略では「備後地域の産学官民連携を推進し、地域の教育資
源を最大限に活用して人間性を高め、地域を愛し、地域で活躍し、地域から国際社会につ
ながる『未来創造人』を育成すること」を方針としています。当該部署は、この方針の実現に
どのように取組んでいますか。

現状説明
1年次生の教養ゼミでは「福山」をテーマに、3年次生のゼミナール演習では「備後地域」を
テーマとしたPBL教育を実施している。学生が主体的に課題の発見・調査・解決方法を検討
し、成果物の作成・プレゼンテーションまで行っている。

年度目標 現状維持

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①教養ゼミ発表会資料
②ゼミナール演習発表会資料

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❹ 福山大学ブランディング戦略では、福山大学が備後地域の知の拠点として地域と共に
育ち、地域創生に貢献することを目標としています。この目標の実現に向けて、どのような
取組をし、その成果をどのように検証していますか。

現状説明
卒業設計展を福山・尾道など3箇所で開催している。社会連携センターの研究成果発表会へ
参加している。参加者数を確認している。

年度目標 現状維持

年度報告
・卒業設計展を例年通り福山・尾道など3箇所で開催し、来場者数を把握した。
・社会連携センター主催の研究成果発表会に5名の教員が参加した。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①卒業設計展
https://www.fukuyama-u.com/eng-posts/14108/
②研究成果発表会　2019年度成果報告集

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❺ 福山大学ブランディング戦略では、建学の理念に基づき、「地域の中核となる幅広い職
業人」を、育成する人材像としています。そのために、どのような取組をし、その成果をどの
ように検証していますか。

現状説明

・家具工場や建築現場の見学会を実施し見聞を深めている。見学会の様子は学科HPに掲
載している。
・社会経験を積むためにインターンシップ参加を推奨している。企業による学生評価書は教
員に回覧し、面談の参考資料としている。

年度目標 現状維持

年度報告 現状を維持した。



達成度 S

改善課題

根拠資料
①見学会実施HP
https://www.fukuyama-u.com/eng-posts/13493/
https://www.fukuyama-u.com/eng-posts/15618/

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❻ 福山大学ブランディング戦略が掲げる「備後地域との密な連携のもとに進める教育研
究」としてどのような取組をし、その成果をどのように検証していますか。

現状説明

1年次生の教養ゼミでは「福山」をテーマに、3年次生のゼミナール演習では「備後地域」を
テーマとしたPBL教育を行い、それぞれ発表会を実施している。学生・教員が情報を共有す
るとともに、発表および内容を評価している。発表会の様子と成果物は学科HPに掲載してい
る。学科会議でPBLのやり方を討議し、改善点があれば次年度に反映させている。

年度目標 現状維持

年度報告 現状を維持した。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①PBL教育１年次生科目「教養ゼミ」最終回プレゼン発表会資料
②PBL教育３年次生科目「ゼミナール演習」最終回プレゼン発表会資料

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❼ 福山大学ブランディング戦略が掲げる「学問にのみ偏重しない全人教育」としてどのよう
な取組をし、その成果をどのように検証していますか。

現状説明

・インターンシップに参加した学生の企業評価書を教員に回覧し、担任の学生指導に活かし
ている。
・3年次生および4年次生については各ゼミで社会人マナーを指導している。就活面接練習
により人材教育を実施している。
これらの取組み成果は、就職活動における成否に現れる。

年度目標 現状維持

年度報告
・BINGOオープンインターンシップに21名（1年2名、2年13名、3年6名）参加した。
・地域企業と連携したデザインコンペを実施した。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①2019年度インターンシップ参加学生評価表
②屋上デザインコンペ要領

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  建築学科

中点検項目 7-2．福山大学ブランディング推進のための研究プロジェクト

点検項目
❶ 当該部署では全学的に展開しているプロジェクト研究の「瀬戸内の里山・里海学」にどの
ように取組んでいますか。

現状説明
平成30年度から3年間、研究プロジェクト『瀬戸内里海の次世代養殖システムの開発研究』
および『「地域遺産」の理念構築とその保全・継承に関する研究』で参画する。



年度目標 現状維持

年度報告 計画通り研究を実施した。

達成度 S

改善課題

根拠資料

①「瀬戸内里海の次世代養殖システムの開発研究 ─ ＣＦＤ解析によるグラデーション給餌
の検討 ─」、日本太陽エネルギー学会講演論文集（2019 ）（青森 ）, pp.226 227, 2019 10
②）「動力中継織機の再生（修理、復元、改良　―藺草栽培を通じた備後表の生産・流通・設
計・施工プロセスの解明 その 6―」　日本建築学会大会学術講演梗概集 pp.127- 128，2019
9

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❷ 福山大学ブランディング研究に必要な内部資金及び外部資金をどのように獲得してい
ますか。

現状説明 科研費や応募可能な外部助成金に応募している。

年度目標 現状維持

年度報告
内部資金：優先課題１・２ともに福山大学研究プロジェクト（安全安心防災教育研究センター
予算）に応募・獲得した。
外部資金：優先課題2については研究助成寄付金を獲得した。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①安全安心防災教育研究センター予算書　優先課題研究経費
②2019年度福山大学研究プロジェクトフォローシート

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❸ 福山大学ブランディング研究の成果をどのように社会に発表していますか。

現状説明 建築学科で参画している２テーマは、その年度に得られた成果を論文等で発表している。

年度目標 現状維持

年度報告 成果を論文にまとめ、日本太陽エネルギー学会や日本建築学会などに発表した。

達成度 S

改善課題

根拠資料

①「瀬戸内里海の次世代養殖システムの開発研究 ─ ＣＦＤ解析によるグラデーション給餌
の検討 ─」、日本太陽エネルギー学会講演論文集（2019 ）（青森 ）, pp.226 227, 2019 10
②）「動力中継織機の再生（修理、復元、改良　―藺草栽培を通じた備後表の生産・流通・設
計・施工プロセスの解明 その 6―」　日本建築学会大会学術講演梗概集 pp.127- 128，2019
9

次年度の課題
と改善の方策


